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私
は
５
月
10
日
の
臨
時
議

会
に
お
き
ま
し
て
議
員
の
皆

様
方
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
わ
が

国
の
国
と
地
方
に
係
る
財
政

は
、
平
成
15
年
度
を
財
源
不

足
の
ピ
ー
ク
と
し
て
歳
出
削

私
は
５
月
10
日
の
臨
時
議

会
に
お
き
ま
し
て
議
員
の
皆

様
方
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
重
責
と
使
命
の
重

減
努
力
や
企
業
格
差
は
あ
る

も
の
の
景
気
回
復
に
伴
っ
て

多
少
の
改
善
は
み
ら
れ
ま
す

が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

第
２
期
地
方
分
権
改
革
の
進

展
に
伴
い
税
制
改
革
、
道
州

制
、
憲
法
問
題
等
各
分
野
に

お
け
る
活
発
な
論
議
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
町
に

お
き
ま
し
て
も
独
創
性
を
も

っ
た
総
合
的
な
長
期
展
望
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
が
必
要

と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
代
表
で
あ
る
議
会
に
対
す

る
期
待
は
大
き
く
、
果
た
す

議会の構成が決まりました 
議長に 郷田和美氏、副議長に 相澤力造氏を選出 

議会の構成が決まりました 

平成平成19年５月年５月10日臨時会日臨時会 平成19年５月10日臨時会 

議長に 郷田和美氏、副議長に 相澤力造氏を選出 

付議された全議案は全員賛成にて承認・同意されました 付議された全議案は全員賛成にて承認・同意されました 

議　長

郷　田　和　美

﹇
承
認
﹈
３
件

◎
西
桂
町
税
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
承
認
）

◎
西
桂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
　
（
全
員
承
認
）

◎
平
成
18
年
度
西
桂
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
５
号
（
全
員
承
認
）

○
地
方
交
付
税
等
、
財
源
の
確
定

に
伴
う
も
の
で
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
18
億
１

千
９
５
２
万
２
千
円
と
す
る
補

正
予
算
で
す
。

﹇
同
意
﹈
１
件

◎
監
査
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
　
　
　
（
全
員
同
意
）

5
月
臨
時
会

審
議
案
件

5
月
臨
時
会
日
程

10
日
全
員
協
議
会

◇
運
営
方
法
の
協
議

同
日
本
会
議
開
会

（
臨
時
議
長
　
石
原
　
滋
）

◇
仮
議
席
の
指
定

（
着
席
中
の
議
席
を
指
定
）

◇
議
長
選
挙
（
指
名
推

選
）

（
議
長
　
郷
田
和
美
）

◇
議
席
の
指
定

◇
会
議
録
署
名
議
員
指

名
◇
会
期
の
決
定

◇
副
議
長
選
挙
（
指
名

推
選
）

（
副
議
長
　
相
澤
力
造
）

◇
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任

◇
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任

◇
議
会
広
報
編
集
委
員

会
委
員
の
選
任

◇
市
町
村
合
併
調
査
特

副 議 長

相　澤　力　造

べ
き
役
割
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

こ
う
し
た
時
に
議
長
と
い
う

要
職
に
ご
選
任
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
な

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
民
主

的
で
公
正
公
平
な
議
会
運
営

に
努
め
、
町
民
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
町
民
福
祉
向
上

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
町
民
各
位
の
温
か

い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
に
、
私
自
身
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

郷
田
和
美
氏
に
は
人
格
見
識

共
に
優
れ
、
実
行
力
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、
町
政
発
展
と

公
平
な
議
会
運
営
を
発
揮
さ

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私

は
議
長
を
補
佐
し
民
主
的
で

円
滑
公
正
な
議
会
が
運
営
さ

れ
ま
す
よ
う
渾
身
の
努
力
を

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

地
域
議
会
の
一
人
と
し
て
町

民
福
祉
の
増
進
と
健
康
で
明

る
い
豊
か
な
西
桂
町
建
設
を

目
指
し
て
全
力
を
挙
げ
て
職

務
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民

各
位
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

総合的な長期展望に立った
施策の推進へ

公正な議会運営に
渾身の努力を

議長就任あいさつ
副議長
就任あいさつ
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別
委
員
会
委
員
の
選

任
◇
消
防
委
員
会
委
員
選

挙
　
（
指
名
推
選
）

◇
富
士
五
湖
広
域
行
政

事
務
組
合
議
員
選
挙

（
指
名
推
選
）

◇
山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
選
挙

（
指
名
推
選
）

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
承
認
１
〜
３
）

一
括
説
明
・
一
括
質

疑
総
務
委
員
会
付
託

本
会
議
休
憩

（
各
委
員
会
正
副
委
員

長
互
選
、
閉
会
中
の

委
員
会
継
続
調
査
事

項
確
認
）

本
会
議
再
開

各
委
員
会
正
副
委
員

長
就
任
報
告

本
会
議
休
憩

連
合
審
査
会

（
付
託
議
案
審
査
）

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員

長
報
告

（
承
認
１
〜
３
）

一
括
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
町
長
議
案
上
程
（
同

意
２
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継

続
調
査
の
申
し
出

（
総
務
委
員
会
、
建
設

文
教
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
議
会

広
報
編
集
委
員
会
、

市
町
村
合
併
調
査
特

別
委
員
会
）

本
会
議
閉
会

私
は
、
「
公
平
・
公
正
・

不
偏
」
を
信
条
と
し
て
議
員

活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
皆
様
の
声
を
聞

き
な
が
ら
本
当
に
こ
の
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
町

づ
く
り
（
特
に
、
心
身
障
害

者
も
健
常
者
も
安
心
し
て
暮

せ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
）

に
取
り
組
み
ま
す
。

渡辺　隆 議員

私
は
、
長
い
間
幼
児
か
ら

老
人
に
係
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
愛
育
会
活
動
に
携

わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新
人

議
員
と
し
て
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
為
、
教
育
・
福

祉
・
子
育
て
支
援
の
推
進
に

努
め
、
皆
様
と
共
に
優
し
い

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 鈴木孝子 議員

地
域
の
皆
様
の
要
求
要
望

に
耳
を
傾
け
地
域
住
民
の
声

の
代
弁
者
と
し
て
微
力
で
す

が
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
新

人
議
員
と
し
て
町
民
各
位
、

及
び
先
輩
同
僚
議
員
の
ご
協

力
ご
支
援
の
も
と
議
員
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。 佐藤勝男 議員

経
験
を
生
か
し
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
の
推
進
と
、
住
民
の
要

求
・
要
望
を
大
切
に
受
け
と

め
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

り
、
住
民
全
体
の
福
祉
向
上

と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発

展
を
願
い
努
力
し
ま
す
。
ま

た
、
我
々
の
職
責
で
あ
る
行
財

政
運
営
の
監
視
に
努
め
ま
す
。 渡辺正一 議員

国
で
は
地
方
自
治
体
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

財
源
の
確
保
を
す
る
と
い
っ

て
い
る
が
、
町
の
財
政
も

年
々
ひ
っ
迫
す
る
中
、
住
民

福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の

整
備
に
一
層
の
努
力
を
傾
け

町
の
将
来
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
や
町
行
政
と
共
に
真

剣
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 滝口新一朗 議員

地
方
分
権
が
進
む
中
、
議

会
が
地
方
自
治
進
展
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
。
行
政
と
住
民

の
信
頼
関
係
を
深
め
予
算
が

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
化
社

会
を
迎
え
介
護
基
盤
の
充
実

強
化
、
自
治
体
の
情
報
公
開

も
重
要
。
町
民
の
皆
様
方
の

ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 勝俣照雄 議員

自
治
の
原
点
は
、
地
域
に

住
む
人
々
で
す
。
住
民
を
主

人
公
と
し
た
行
政
を
推
進
し
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
更
に

財
政
の
厳
し
き
折
、
行
政
と

住
民
が
互
い
に
連
携
し
、
と

も
に
担
い
手
と
な
り
、
町
づ

く
り
に
積
極
的
な
参
画
を
願

い
、
住
み
良
い
町
の
建
設
に

努
力
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 宮下友義 議員

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、

国
地
方
財
政
の
三
位
一
体
の

改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

地
方
自
治
体
は
自
ら
の
責
任

で
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
自
主
的
、

総
合
的
な
施
策
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
果
た
す

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 石原　滋 議員

町民の立場に立って 
　町民に開かれた議会を目指します 
町民の立場に立って 
　町民に開かれた議会を目指します 

町議会議員抱負を語る 



﹇
補
正
予
算
﹈
１
件

◎
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
２
号
（
賛
成
全
員
）

○
町
長
公
用
車
等
を
廃
車
し
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
等
を
購
入
。
保
育

所
給
水
施
設
修
繕
料
を
計
上
。

﹇
同
意
案
件
﹈
３
件

◎
監
査
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）
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こ
の
た
び
、
第
41
代
町
長

と
し
て
町
政
執
行
の
大
任
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
皆
等
し

く
誰
か
ら
も
賛
同
い
た
だ
け

る
よ
う
な
透
明
性
の
高
い
行

財
政
運
営
を
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

議
員
の
皆
様
と
は
、
今
後
、

と
も
に
町
民
の
皆
様
の
負
託

を
受
け
た
者
と
し
て
、
西
桂

町
発
展
の
た
め
連
携
を
一
層

緊
密
に
し
な
が
ら
互
い
の
総

力
を
挙
げ
、
諸
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
成
13

年
度
よ
り
第
４
次
長
期
総
合

計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

長
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
、

福
祉
、
教
育
、
文
化
、
産
業

等
、
様
々
な
行
政
課
題
に
柔

軟
に
対
応
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
私
が

町
政
に
取
り
組
む
基
本
的
な

姿
勢
は
、
”「
ふ
れ
あ
い
」
と

「
語
ら
い
」
の
あ
る
ガ
ラ
ス

張
り
町
政
の
推
進

“
と
い
う

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
の
思

い
を
し
っ
か
り
聞
き
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
か
ら
必
要
な

施
策
を
創
出
し
て
し
っ
か
り

実
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
町
民
の
皆

様
と
の
信
頼
関
係
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
ガ
ラ
ス
張
り
町
政
の

実
現
に
向
け
た
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、「
情
報
提
供
」
・
「
町

民
と
の
対
話
」・「
説
明
責
任
」

の
３
つ
を
掲
げ
ま
す
。
こ
の

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に

町
政
運
営
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
か

ら

”見
え
る
・
聞
け
る
・
わ

か
る
“
ク
リ
ー
ン
な
行
政
運

営
が
実
現
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
の

政
治
道
徳
を
確
立
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

事
業
の
計
画
性
や
大
き
な
予

算
が
伴
う
も
の
な
ど
は
、
今

暫
く
お
時
間
を
い
た
だ
く
中

で
調
整
し
、
速
や
か
に
対
応

出
来
得
る
も
の
は
、
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
で
も
、
大
型
の
町
長
公
用

車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
臨

時
町
議
会
に
廃
止
の
提
案
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
報
酬
の
10
％
減
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
定
例

町
議
会
に
提
案
を
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
い

た
し
ま
し
て
も
、
町
の
財
政

は
、
国
・
地
方
財
政
の
三
位

一
体
改
革
な
ど
の
影
響
で
財

政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
お
り
、

「
自
主
財
源
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
」
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
健
全
財

政
に
向
け
、
一
般
競
争
入
札

制
度
の
導
入
を
は
じ
め
、
現

行
の
入
札
制
度
の
見
直
し
を

図
り
、
契
約
の
透
明
性
の
確

保
、
競
争
性
の
向
上
、
適
正

な
施
行
の
確
保
、
不
正
行
為

の
排
除
の
徹
底
な
ど
を
推
進

し
て
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る

と
と
も
に
、
税
収
ア
ッ
プ
に

川村町長、初の議会となる７

月臨時議会は、平成19年７月25

日に会期１日で開催され、町長

より提案された４案件について

審議し、全ての議案が全員賛成

にて、原案のとおり可決・同意

されました。

7
月
臨
時
会
日
程

18
日
議
会
運
営
委
員
会

25
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
40
、
同
意
４

〜
６
）

一
括
説
明
・
一
括
質

疑各
委
員
会
付
託

本
会
議
休
憩

（
付
託
議
案
審
査
）

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員

長
報
告

（
議
案
40
、
同
意
４
）

一
括
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教

委
員
長
報
告

（
同
意
５
・
６
）

一
括
質
疑
・
討
論
・

採
決

本
会
議
閉
会

◎
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）

◎
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）

つ
な
が
る
産
業
振
興
策
と
し

て
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
や
商
工
業
者
へ
の
利

子
補
給
制
度
の
拡
充
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町

村
合
併
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
以
前
実
施
さ
れ
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
長
い
時
間

が
過
ぎ
て
お
り
、
ま
た
、
全

国
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て

い
る
中
に
あ
っ
て
、
再
度
財

政
状
況
の
調
査
や
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を

調
査
研
究
し
て
い
く
中
で
町

民
の
皆
様
に
情
報
を
提
供

し
、
今
後
も
町
民
の
意
思
を

尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
行
政
運
営
実
現
へ

川
村
吉
則
町
長

就
任
あ
い
さ
つ

安富英彦 委員

川村奇子郎 委員相澤十四朗 委員

平
成
19
年
７
月
25
日
臨
時
会

7
月
臨
時
会

審
議
案
件
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委 員 長　 滝口新一朗

副委員長　 渡辺　　隆

委　　員　 石原　　滋　　　宮下　友義　　

郷田　和美

総務、企画振興、住民福祉関係の調査・議案審査・
請願陳情審査を行う。

総 務 常 任 委 員 会

市町村合併調査特別委員会
委 員 長　宮下　友義 委員　相澤　力造　　　鈴木　孝子　　　佐藤　勝男　　　郷田　和美

副委員長　渡辺　　隆　　　　　　滝口新一朗　　　勝俣　照雄　　　宮下　友義　　　石原　　滋

市町村合併に関する議論を行い、町の将来像、財政運営指針の調査を行う。

西 桂 町 消 防 委 員 会 委 員　　渡辺　正一　　　佐藤　勝男
富士五湖広域行政事務組合議会議員　　勝俣　照雄　　　滝口新一朗
山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員　　石原　　滋
西 桂 町 監 査 委 員　　渡辺　　隆

西桂町議会構成一覧表

委 員 長　 石原　　滋

副委員長　 渡辺　正一

委　　員　 滝口新一朗　　　勝俣　照雄　　

宮下　友義

議会の運営・議会の会議規則、委員会に関する条例
等、議長の諮問に関する調査及び議案、陳情等の審
査を行う。

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長　 勝俣　照雄

副委員長　 佐藤　勝男

委　　員　 渡辺　正一　　　鈴木　孝子

相澤　力造　　

建設、上下水道、教育関係の調査・議案審査・請願
陳情審査を行う。

建設文教常任委員会

議会広報編集委員会

議 長 郷田　和美 副議長 相澤　力造

委 員 長　 鈴木　孝子

副委員長　 佐藤　勝男

委　　員　 勝俣　照雄　　　相澤　力造　　

滝口新一朗

議会広報の掲載記事の作成、編集を担当し、年４回
の発行を行う。

傍　　　聴　　　席 

９番議員 
宮下友義 

３番議員 
鈴木孝子  

２番議員 
渡辺　隆  

１番議員 
相澤力造 

教育次長 
奈良　護  

教育長 
郷田盛直  

企画振興課長 
堀内達也  

建設水道課長 
川村達彦  

４番議員 
佐藤勝男  

５番議員 
郷田和美  

６番議員 
渡辺正一  

７番議員 
滝口新一朗 

町　長 
川村吉則 

総務課長 

前田宗重 
住民福祉課長 
藤江栄一  

税務課長 

今泉守夫  

会計管理者 

滝口武司  

８番議員 
勝俣照雄 

10番議員 
石原　滋  

演 壇  

議 長 席  議会事務局 

議会は町民に開かれています。町議会の活動の場「議場」は役場の3階にあります。
本会議の傍聴方法　傍聴の申請は、本会議の開かれる日に先着順に受け付けます

ので、３階までお越しください。受付簿に「住所」「氏名」を記入していただきます。

議場紹介

（平成19年７月25日現在）

〝 傍聴してみませんか 〟
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意
見

滞
納
繰
越
を
少
な
く

す
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

税
務
課
長

税
源
移
譲
に
よ

り
平
成
19
年
度
か
ら
個
人
町

民
税
が
増
加
し
ま
す
。
滞
納

収
納
に
努
力
し
ま
す
。

意
見

町
営
団
地
が
満
室
に

な
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問

高
額
所
得
者
で
も
利
用

で
き
る
特
例
が
で
き
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長

町
も
高
額

所
得
者
を
入
れ
た
い
の
で
す

が
、
法
律
の
制
限
で
で
き
ま

せ
ん
。
災
害
等
が
あ
っ
た
場

合
は
優
先
的
に
入
れ
、
何
戸

か
空
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
民
間
住
宅
や
法
律
の
問

題
で
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

意
見

県
等
へ
条
例
で
対
応

で
き
る
の
か
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

問

自
主
財
源
は
、
当
初
予

算
の
何
割
か
。

総
務
課
長

約
42
％
が
自
主

財
源
で
す
。

問

平
成
19
年
度
か
ら
の
新

型
交
付
税
の
見
通
し
は
。

総
務
課
長

平
成
19
年
度
か

ら
の
新
型
交
付
税
は
、
面
積

割
、
人
口
割
等
、
県
の
試
算

数
字
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

問

土
地
家
屋
課
税
台
帳
整

備
、
固
定
資
産
基
礎
資
料
作

成
業
務
委
託
、
増
額
理
由
は
。

税
務
課
長

公
平
を
保
つ
た

め
家
屋
調
査
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
富
士
吉
田
市
が
平
成
19

年
度
に
飛
行
機
で
の
航
空
写

真
を
撮
影
予
定
、
一
緒
に
撮

影
す
る
と
安
く
す
み
ま
す
。

問

航
空
写
真
は
今
年
限
り

か
。
ま
た
、
家
屋
調
査
シ
ス

テ
ム
の
経
費
に
つ
い
て
は
。

税
務
課
長

航
空
写
真
は
、

10
年
か
５
年
に
一
度
。
家
屋

調
査
シ
ス
テ
ム
は
、
保
守
点

検
等
は
毎
年
で
す
。

意
見

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

町
の
顔
で
も
あ
り
ま
す
、
良

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

災
害
時
避
難
場
所

周
知
徹
底
を

意
見

災
害
は
、
い
つ
起
き

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
町
営

※ 歳入は主なものを掲載しています。 

17億8千460万円 
歳入合計 

国庫支出金 
5,925万9千円 

3.3％ 

繰入金 
1億5,770万円 

8.8％ 

町　税 
4億4,757万4千円 

25.1％ 

町　債 
1億1,700万円 

6.6％ 

地方交付税 
6億9,900万円 

39.2％ 

地方消費税交付金 
4,320万円 

2.4％ 

使用料・手数料 
3,196万3千円 

1.8％ 

諸収入 
4,961万円 

2.8％ 

分担金及び負担金 
4,703万7千円 

2.6％ 

県支出金 
7,702万9千円 

4.3％ 

自動車取得税交付金 
810万円 

0.5％ 

繰越金 
2,000万円 

1.1％ 

地方譲与税 
1,461万3千円 

0.8％ 

地方特例交付金 
360万円 

0.2％ 

当初予算 約42％が自主財源
滞納繰越、少なくする努力を

税
源
移
譲
に
よ
り

個
人
町
民
税
増
加

平成19年度 一般会計当初予算

※交付税算入基準額とは

国が負担してくれる金額を算出する際の基礎金額をいいます。
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17億8千460万円 
歳出合計 

議会費 
3,094万8千円 

1.7％ 

公債費 
1億9,245万9千円 

10.8％ 

予備費 
200万円 

0.1％ 

災害復旧費 
8千円 

0.0％ 

教育費 
2億1,110万8千円 

11.8％ 

土木費 
1億918万2千円 

6.1％ 

消防費 
8,503万7千円 

4.8％ 

商工費 
1,465万7千円 

0.8％ 

農林水産業費 
5,436万2千円 

3.0％ 

衛生費 
3億2,919万4千円 

18.5％ 

総務費 
3億4,408万7千円 

19.3％ 

民生費 
4億1,155万8千円 

23.1％ 

体育館設計委託公正評価を
３月定例本会議・連合審査会

住
宅
や
県
営
住
宅
、
新
興
住

宅
地
等
で
は
避
難
場
所
な
ど

を
知
ら
な
い
方
が
多
い
。
避

難
場
所
の
周
知
等
、
細
か
な

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長

公
式
な
避
難
場

所
は
公
共
施
設
で
す
。
第
一

次
避
難
場
所
は
、
各
地
域
に

お
い
て
了
承
さ
れ
た
避
難
場

所
が
あ
り
ま
す
、
今
後
、
広

報
へ
の
掲
載
、
避
難
場
所
の

掲
示
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問

一
般
廃
棄
物
収
集
委
託

事
業
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

の
は
。

住
民
福
祉
課
長

収
集
ご
み

の
量
が
減
っ
て
い
ま
す
の
で

減
額
で
す
。
資
源
化
物
回
収
、

資
源
化
物
が
売
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
す
。

問

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
件
数

は
。

住
民
福
祉
課
長

昨
年
、

20
・
30
cm
の
大
き
い
巣
は
、

業
者
委
託
２
件
。
職
員
が
小

さ
い
巣
を
５
・
６
件
処
理
し

ま
し
た
。

意
見

な
る
べ
く
多
く
の
松

く
い
虫
防
除
処
理
を
お
願
い

し
た
い
。

意
見

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
登
録
の
周
知
、
有
効
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

問

商
工
費
、
利
子
補
給
等

補
助
金
の
昨
年
実
績
は
。

企
画
振
興
課
長

平
成
17
年

度
は
48
件
、
44
万
５
千
円
。

平
成
18
年
度
は
今
現
在
49
件
、

50
万
６
千
円
、
限
度
額
は
10

万
円
。
商
工
会
で
申
請
を
受

付
、
３
割
が
補
助
で
す
。

意
見

利
子
補
給
等
補
助
金

は
良
い
制
度
で
す
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

体
育
館
の
設
計
委
託
１

千
５
百
万
円
、
ど
の
よ
う
な

展
開
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
委
員
会
次
長

体
育
館

本
体
、
解
体
、
校
舎
中
廊
下

の
３
種
類
を
依
頼
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
公
正
に
評
価

し
優
秀
な
提
案
の
設
計
者
を

選
び
発
注
し
た
い
。

意
見

災
害
活
用
等
、
町
民

も
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま

す
、
素
晴
ら
し
い
体
育
館
が

で
き
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。

意
見

公
平
化
と
い
う
意
味

で
、
引
続
き
給
食
費
回
収
に

努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

基金 (貯金) 残高　 14億1,256万1千円 (約29万0千円） 

地方債 (借金) 残高   21億737万4千円 (約43万2千円） 
うち交付税算入基準額を引いた分 
　　　　　　　   　 6億6,443万9千円 (約13万6千円） 
　（　）内はH19.3月末現在人口で割った１人あたり額 



－8－

３月定例本会議・連合審査会

後期高齢者医療制度、
平成19年中にシステムを改修

敬老会でのコーラス

平
成
19
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
20
年
４
月
か
ら
開
始

問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、

国
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
か
。

住
民
福
祉
課
長

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
平
成
20
年
４

月
か
ら
開
始
、
平
成
19
年
中

に
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
必

要
が
あ
り
３
月
補
正
す
る
も

の
で
す
。
国
の
補
助
金
が
平

成
18
年
度
な
の
で
、
平
成
18

年
度
中
に
は
実
施
で
き
な
い

の
で
、
繰
越
明
許
す
る
も
の

で
す
。
国
庫
補
助
金
81
万
５

千
円
で
す
。

指
定
管
理
者
に
良
い
形
で
引
継
ぎ

が
で
き
る
よ
う
努
力
を

平
成
19
年
度

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
当
初
予
算

問

事
業
収
入
の
特
産
品
、

そ
ば
の
芽
、
水
の
減
収
の
原

因
は
。

企
画
振
興
課

そ
ば
の
芽
の

減
収
が
主
な
も
の
で
、
韃
靼

蕎
麦
を
当
初
３
０
０
万
円
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
６
月

に
カ
ビ
が
発
生
し
中
止
し
た

こ
と
が
原
因
で
す
。
ま
た
、

昨
年
よ
り
水
が
20
万
円
程
減

収
で
す
。
そ
ば
の
芽
は
、
新

し
い
取
引
先
が
見
つ
か
り
、

２
月
・
３
月
の
収
入
に
反
映

し
て
い
ま
す
。

意
見

指
定
管
理
者
に
良
い

形
で
引
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う

に
、
引
き
続
き
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。

3
月
定
例
会
日
程

３
月
２
日
議
会
運
営
委
員
会

９
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
所
信
表
明

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
１
〜
32
）

一
括
説
明
・
一
括
質
疑

◇
各
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

14
日
◇
公
共
事
業
現
場
視
察

15
日
本
会
議
再
開

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
33
）
説
明
・
質
疑

◇
総
務
委
員
会
付
託

◇
議
員
発
議
上
程

（
発
議
１
〜
３
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

23
日
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

報
告
（
議
案
１
〜
４
、

６
〜
14
、
18
〜
22
、
25

〜
30
、
33
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教

委
員
長
報
告
（
議
案
５
、

15
〜
17
、23
、24
、31
、32
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
町
長
議
案
上
程

（
同
意
１
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
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小学生とのゲートボール交流 元気はつらつ体操（介護予防）

梅原和男 議員

３
月
９
日
に
提
案
さ
れ
た

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
17

億
８
千
４
６
０
万
円
が
計
上

さ
れ
、
平
成
18
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
１
千
10
万
円

増
額
し
、
率
０
・
６
％
増
の

予
算
で
す
。
歳
入
で
は
、
三

位
一
体
改
革
の
最
終
段
階
で

あ
る
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

の
税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
所
得
譲
与
税
、

減
税
補
て
ん
地
方
特
例
交
付

金
の
廃
止
に
よ
り
歳
入
の
増

額
は
期
待
し
が
た
い
状
況
で

す
。
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直

し
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

し
た
財
政
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
各
種
事
業
内
容
の
見

直
し
な
ど
、
根
本
的
な
部
分

を
改
善
し
て
い
ま
す
。
自
主

財
源
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
、
効
率
的
な
配
分
を
す
る

等
、
財
源
確
保
に
対
す
る
町

長
を
始
め
と
し
た
執
行
部
の

意
図
が
反
映
さ
れ
た
内
容
で

す
。
歳
出
で
は
、
柿
園
公
民

館
建
設
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
制
度
が
平
成
20
年
度
よ
り

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
準

備
、
町
営
中
野
団
地
駐
車
場

造
成
工
事
、
小
学
校
体
育
館

設
計
等
、
財
政
厳
し
い
中
に

お
い
て
も
町
当
局
の
教
育
、

福
祉
等
に
対
す
る
配
慮
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
我
々
議
会

側
も
事
業
の
予
定
通
り
の
推

進
、
生
産
性
の
向
上
に
期
待

を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

大
変
厳
し
い
財
政
運
営
の

中
、
国
保
、
下
水
道
を
始
め

と
す
る
各
特
別
会
計
等
へ
の

繰
出
金
は
総
額
で
２
億
３
千

７
９
５
万
４
千
円
と
歳
出
総

額
の
約
13
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
各
特
別
会
計
担
当

者
及
び
関
係
者
各
位
に
お
い

て
は
費
用
対
効
果
を
最
大
限

考
慮
し
、
事
業
執
行
を
お
願

い
し
ま
す
。

最
後
に
、
予
算
執
行
に
あ

た
り
、
町
長
及
び
執
行
部
に

更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
無
駄
の
な
い
行

財
政
運
営
を
お
願
い
し
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
の

私
の
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

３月定例会は平成19年３月９

日に招集され、同日に本会議、こ

の後会期中に連合審査会、本会議

が開催され、15日間の会期をも

って、23日に閉会いたしました。

全ての議案が全員賛成にて、原案

のとおり可決・同意されました。

厳
し
い
財
政
運
営
の
中

無
駄
の
な
い
行
財
政
運
営
を

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費

は
、
約
67
％
減
、
皆
さ
ん
が

制
度
を
知
ら
な
い
の
か
。
必

要
が
な
い
た
め
か
お
聞
き
し

た
い
。

住
民
福
祉
課
長

当
初
、
34

人
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
実

際
は
14
人
で
し
た
。
要
支
援

の
対
象
者
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
減
額
で
す
。

問

水
道
使
用
料
減
額
は
、

暖
冬
と
下
水
道
の
接
続
に
よ

る
減
収
で
す
。
水
道
の
他
の

活
用
方
法
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
都
留
市
等
に
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

今
の
と
こ

ろ
、
他
の
活
用
方
法
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
、
検
討
、

努
力
し
ま
す
。

平
成
19
年
度

介
護
予
防
支
援
事
業

特
別
会
計
当
初
予
算

平
成
19
年
度

簡
易
水
道
特
別
会
計

当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
賛
成
討
論
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会　　　計　　　名

一 　 般 　 会 　 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護予防支援事業特別会計
グリーンセンター事業特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

17億8千460万0千円 1千010万0千円
4億7千890万0千円 8千417万5千円
3億4千989万9千円 △6千621万3千円
1億9千387万0千円 △984万8千円

100万1千円
2千604万9千円
7千110万2千円

2億5千678万0千円

△114万2千円
△3千373万9千円
△9千284万9千円
3千015万4千円

予　算　総　額 前年との比較

一般会計当初予算
柿園公民館建設事業、後期高齢者医療費制度が平成20年度よ
り導入されることに伴う準備、町営中野団地駐車場造成工事、
小学校体育館設計委託等を計上しました。

医療費の動向及び被保険者加入状況を勘案し、退職療養給付
費と共同事業拠出金を増額し、保険給付費、老人保健拠出金、
介護納付金等を計上しました。

過去の実績による医療給付費をもとに医療諸費を計上しました。

事務所及び認定審査会経費、保険給付費、地域支援事業費等
を計上しました。

介護予防支援事業費を計上しました。介護予防支援事業は、
介護保険法の改正に伴って創設された要介護等認定者のうち、
比較的軽度の方を対象とした介護予防サービスを実施するた
めの介護予防サービス計画作成を行います。

歳入では、ふれあい館使用料６２１万２千円、ログハウス使
用料９７万９千円、特産品販売収入１８８万２千円等を計上
しました。4月から6月までの3ヶ月分の予算を計上しました。

北富士演習場周辺水道設置助成事業完成による減額です。

歳入では、国庫補助金60,000千円、一般会計繰入金102,486
千円、下水道事業債77,800千円、下水道負担金3,961千円、下
水道使用料11,491千円等を計上しました。

国民健康保険特別会計当初予算

介護保険特別会計当初予算

介護予防支援事業特別会計当初予算

老人保健特別会計当初予算

グリーンセンター事業特別会計当初予算

簡易水道特別会計当初予算

下水道特別会計当初予算

平成19年度　各会計当初予算計上額

当初予算の主な内容

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

建設中の柿園公民館 中野団地駐車場建設予定地の現場視察
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﹇
同
意
﹈
１
件

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る

（
全
員
同
意
）

﹇
議
決
案
件
﹈
５
件

◎
組
合
組
織
の
見
直
し
及
び
東
山

梨
行
政
事
務
組
合
が
消
防
職
員

及
び
消
防
団
員
の
賞
じ
ゅ
つ
金

の
支
給
事
務
の
共
同
処
理
に
加

入
す
る
こ
と
に
伴
う
山
梨
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
（
賛
成
全
員
）

◎
山
梨
県
市
町
村
自
治
セ
ン
タ
ー

規
約
の
変
更
（
賛
成
全
員
）

◎
山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

（
賛
成
全
員
）

◎
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

規
約
の
変
更
（
賛
成
全
員
）

◎
町
道
路
線
の
認
定

（
廃
止
・
変
更
）（
賛
成
全
員
）

﹇
条
例
﹈
12
件

◎
西
桂
町
に
副
町
長
を
置
か
な
い

こ
と
の
条
例
の
制
定

（
賛
成
全
員
）

◎
（
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
（
賛
成
全
員
）

◎
各
種
委
員
等
報
酬
並
び
に
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
交
流
促
進
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
武
道
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ト
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ト
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
教
育
図
書
購
入
基
金
条

例
の
制
定
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
公
共
物
管
理
条
例
の
一

部
改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
改
正
（
賛
成
全
員
）

﹇
補
正
予
算
﹈
８
件

平
成
18
年
度
各
会
計
補
正
予
算

○
別
記
説
明

﹇
当
初
予
算
﹈
８
件

平
成
19
年
度
各
会
計
当
初
予
算

○
別
記
説
明

﹇
議
員
発
議
﹈
３
件

◎
西
桂
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
議
会
傍
聴
人
取
締
規
則

の
一
部
改
正
（
賛
成
全
員
）

前田房夫 委員

退任された前町議会議員の皆さん

渡
辺
　
正
一

若
林
　
泰
置

梅
原
　
和
男

滝
口
　
幸
雄

郷
田
　
和
美

滝
口
新
一
朗

勝
俣
　
照
雄

宮
下
　
友
義

石
原
　
　
滋

（
議
席
順
・
敬
称
略
）

退
任
さ
れ
た

議
員
の
皆
さ
ん

平
成
15
年
４
月
30
日
就
任
、

同
年
５
月
９
日
開
催
の
５
月

臨
時
会
か
ら
議
会
活
動
が
始

ま
り
、
平
成
19
年
３
月
23
日

開
催
の
３
月
定
例
会
最
終
日

で
本
会
議
は
全
て
終
了
、
同

年
４
月
29
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
し
た
。

足
掛
け
４
年
に
わ
た
る
議

会
活
動
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
町
で
は
任
期
満
了
さ
れ

た
各
位
の
功
績
を
た
た
え
、

５
月
１
日
に
感
謝
状
贈
呈
式

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

４年間　ご苦労様でした  ４年間　ご苦労様でした  ４年間　ご苦労様でした  
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会　　　計　　　名

一 　 般 　 会 　 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護予防支援事業特別会計
グリーンセンター事業特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

△3千121万3千円 17億7千721万2千円
△334万7千円 4億4千402万8千円

△4千036万3千円 3億7千692万8千円
△149万0千円 1億9千946万8千円
△103万6千円
△164万2千円

△1千076万1千円
△359万1千円

50万7千円
5千993万0千円

1億4千486万9千円
2億2千304万7千円

補　　正　　額 補正後の予算総額

３月定例・補正予算

県
道
富
士
吉
田
西
桂

線
新
設
道
路
事
業
の

機
会
に
、
町
と
し
て
、
水
道

管
の
敷
設
を
こ
の
道
路
の
拠

点
拠
点
の
歩
道
下
に
し
て
お

く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
を
将
来
、
町
単
独
事
業

で
行
う
場
合
に
は
、
大
き
な

経
費
が
費
や
さ
れ
ま
す
の

で
、
県
に
水
道
管
の
敷
設
を

工
事
の
際
に
要
望
を
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

県
道
富
士
吉
田
西
桂

線
は
、
平
成
９
年
の

11
月
に
県
道
と
し
て
認
定
さ

れ
、
平
成
17
年
に
第
一
回
目

の
地
区
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
に
詳

細
な
ル
ー
ト
も
示
さ
れ
、
１

月
と
３
月
に
は
第
二
回
、
第

三
回
の
地
区
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
道
計
画
内

の
町
道
に
既
に
埋
設
し
て
あ

る
管
は
、
県
が
機
能
回
復
補

償
と
し
て
、
こ
の
道
路
計
画

で
歩
道
内
に
再
埋
設
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
既
存

管
が
な
く
新
し
く
埋
設
し
た

い
箇
所
は
、
町
が
実
施
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
工
事
が
完
成
し
ま
す
と

５
年
の
間
は
工
事
の
制
約
を

受
け
工
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
工
事

と
は
別
に
町
工
事
と
し
て
実

施
す
る
と
、
割
高
な
工
事
と

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
県
道
新
設
工
事

の
際
に
前
も
っ
て
開
発
の
予

想
さ
れ
る
箇
所
の
歩
道
内
に

水
道
管
を
埋
設
す
る
こ
と

が
、
町
に
と
っ
て
有
利
な
事

業
投
資
と
な
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、

私
の
信
念
で
あ
り
ま
す
「
小

さ
な
予
算
で
大
き
な
仕
事
」

に
合
っ
た
事
業
で
す
。
町
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
積
極
的

に
県
に
要
望
し
、
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

県
道
新
設
の
際
、
水
道
管
敷
設
を

積
極
的
に
県
に
要
望
、
整
備

し
た
い

町長 問

一般
質問 水道管の敷設を歩道下に

◎ 県道富士吉田西桂線新設の機会に

県道富士吉田西桂線 完成が期待される県道富士吉田西桂線
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企
画
振
興
課
長
概
要
説
明

西
桂
町
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
交
流
促
進
施
設
他

３
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
選
定
に
つ
い
て
、
西
桂
町

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で

の
会
議
等
の
経
過
、
選
定
結

果
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
平
成
19
年
２
月
５
日

〜
14
日
、
８
社
へ
応
募
要
項

の
配
布
。
２
月
５
日
〜
28
日
、

申
請
に
対
す
る
質
問
・
回

答
。
２
月
27
日
、
現
地
見
学

会
７
社
出
席
。
３
月
１
日
〜

15
日
、
申
請
書
２
社
受
付
。

４
月
11
日
第
２
回
選
定
委
員

会
で
申
請
書
配
布
・
説
明
、

一
次
審
査
。
４
月
27
日
、
第

３
回
選
定
委
員
会
で
プ
レ
ゼ

ン
、
二
次
審
査
説
明
、
採
点

表
説
明
２
社
出
席
、
内
１
社

辞
退
。
５
月
７
日
、
採
点
表

提
出
。
５
月
14
日
、
採
点
改

善
計
画
書
提
出
。
５
月
15
日
、

第
４
回
選
定
委
員
会
で
採
点

集
計
結
果
報
告
、
改
善
計
画

書
説
明
。
５
月
28
日
、
第
５

回
選
定
委
員
会
で
選
定
の
有

無
を
決
定
し
ま
し
た
。
選
定

の
結
果
、
今
回
の
募
集
は
１

団
体
で
あ
り
、
他
と
比
較
し

た
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
ま
た
、
各
委
員
の

評
価
に
大
き
な
差
異
が
見
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数

社
に
お
い
て
比
較
検
討
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
再
募

集
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

意
見

最
終
的
に
は
、
再
募

集
を
し
て
、
よ
り
良
い
企
業

を
誘
致
し
た
ほ
う
が
良
い
。

よ
り
良
い
企
業
で
１
年
や
２

年
は
多
少
の
赤
字
は
克
服
し

て
も
ら
い
、
長
い
目
で
み
て
、

黒
字
に
な
る
よ
う
な
方
法
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ

だ
け
の
設
備
が
あ
れ
ば
、
う

ま
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

平成19年６月６日　事務調査総務委員会

(調査) グリーンセンター指定管理者の選定は
(結果) 今回募集１団体、再募集を行う

本件については、これまでの西桂町三ツ峠

グリ－ンセンタ－交流促進施設他３施設に係

る指定管理者の選定について、西桂町指定管

理者選定委員会での会議等の経過、選定の結

果、協議した事項の経過説明を受け、進捗状

況について確認いたしました。

西
桂
町
国
民
保
護
計
画

問

今
後
、
国
民
保
護
等
の

訓
練
の
計
画
は
。

総
務
課

風
水
害
と
違
い
、

広
域
的
な
部
分
が
あ
り
ま
す

の
で
、
県
の
意
見
を
聞
き
、

近
隣
市
町
村
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
訓
練
を
検
討
し
た
い
。

意
見

国
民
保
護
は
武
力
攻

撃
事
態
等
の
こ
と
な
の
で
、

一
般
の
人
に
は
分
か
り
に
く

い
の
で
、
広
報
等
で
周
知
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

西
桂
町
地
域
防
災
計
画

問

西
桂
町
地
域
防
災
計
画

の
決
定
は
、
い
つ
頃
で
す
か
。

総
務
課
員

山
梨
県
の
審
査

終
了
後
に
防
災
会
議
を
開
き
、

西
桂
町
地
域
防
災
計
画
の
製

本
は
９
月
・
10
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

意
見

西
桂
町
地
域
防
災
計

画
審
査
の
詳
細
が
、
わ
か
り

し
だ
い
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

国
民
保
護
計
画
・
地
域
防
災
計
画
の
概
要
は

国
民
保
護
は
武
力
攻
撃
事
態
等

指定管理者再募集となった三ツ峠グリーンセンター

本
件
の
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
つ
い
て
は
概
ね
適
正
で
あ
る
事
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。



平成19年６月定例本会議
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消防訓練でのポンプ操法

6
月
定
例
会
日
程

６
月
１
日
議
会
運
営
委
員
会

８
日
本
会
議
開
会

◇
閉
会
中
の
委
員
会
事
務

調
査
報
告

（
総
務
常
任
委
員
会
）

◇
町
長
行
政
報
告

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
承
認
４
・
５
、

議
案
34
〜
39
）

一
括
説
明
・
一
括
質
疑

◇
各
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

15
日
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

報
告
（
承
認
４
・
５
、

議
案
34
〜
39
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
町
長
議
案
上
程（

同
意
３
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

﹇
報
告
事
項
﹈
２
件

◎
平
成
18
年
度
西
桂
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
全
員
承
認
）

◎
平
成
18
年
度
西
桂
町
介
護
保
険
特

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
（
全
員
承
認
）

﹇
条
例
﹈
３
件

◎
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
西
桂

町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
改
正
（
賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

﹇
補
正
予
算
﹈
３
件

◎
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
号

◎
平
成
19
年
度
老
人
保
健
法
特
別
会

計
補
正
予
算
第
１
号

◎
平
成
19
年
度
西
桂
町
三
ツ
峠
グ
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
１
号

﹇
同
意
﹈
１
件

西
桂
町
公
平
委
員
会
委
員
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
（
全
員
同
意
）

６
月
定
例
会
は
平
成
19
年
６
月
８

日
に
招
集
さ
れ
、
同
日
に
本
会
議
、

こ
の
後
会
期
中
に
連
合
審
査
会
、
本

会
議
が
開
催
さ
れ
、
８
日
間
の
会
期

を
も
っ
て
、
15
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。
全
て
の
議
案
が
全
員
賛
成
に

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

審
議
案
件

◎グリーンセンター、健全な運営を
◎消防操法 県大会出場のための経費を計上

渡辺英一郎 委員

会 計

一 　 般 　 会 　 計
老 人 保 健 特 別 会 計
グリーンセンター事業特別会計

△300万3千円 17億8千159万7千円
7万9千円 3億4千997万8千円

3千870万4千円 6千475万3千円

補　　正　　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第１号）

○ＹＬＯ会館、排水管修繕・屋上防水補修　２６９万４千円
○消防操法訓練事業費の追加　　　　　　　１８９万２千円
○中学校臨時代替教員が県費により配置　△２６７万３千円
○その他　　　　　　　　　　　　　　　△４９１万６千円

○社会保険診療報酬支払基金への前年度分返還金
７万９千円

○指定管理者制度導入時期の変更に伴う、来年3月までの
9ヶ月分を予算計上　　　　　　　　 ３千８７０万４千円

老人保健特別会計補正予算
(第１号）

グリーンセンター事業特別
会計補正予算 (第１号）

６月定例・補正予算

補正予算の主な内容

賛成全員

賛成全員

賛成全員
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コ
ス
モ
ス
の
会

コ
ス
モ
ス
の
会 
コ
ス
モ
ス
の
会

コ
ス
モ
ス
の
会 
コ
ス
モ
ス
の
会 

花のおもてなしを　　 コスモスの会の皆さん

﹇
取
材
　
鈴
木
﹈

小雨の中での草取りをする会員の皆さん

問

こ
の
会
の
正
式
な
名
前

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鹿
糠
さ
ん

名
前
は
、
コ
ス

モ
ス
の
会
で
す
。

問

代
表
者
は
ど
な
た
で
す

か
。

皆
さ
ん

代
表
者
は
鹿
糠
定

蔵
さ
ん
で
す
。

問

現
在
の
会
員
は
何
名
で

す
か
。

鹿
糠
さ
ん

現
在
は
、
約
20

名
で
す
。

問

活
動
内
容
・
会
費
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

鹿
糠
さ
ん

春
・
夏
・
秋
に

花
の
植
え
替
え
。
当
番
で
週

２
回
の
草
取
り
を
し
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
で
育
て
た
苗

を
植
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
一
人
千
円
（
年
）

で
す
。
今
は
、
主
に
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
で
も
、
教
え
て
い
ま
す

の
で
、
花
に
興
味
の
あ
る
方

の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

代
表
　
鹿
糠
さ
ん

（
25
‐
３
６
１
５
）

その32

問題：議会だより55表紙写真の撮影場所は
答え：①ＹＬＯ会館　②いきいき健康福祉センター

③西桂町役場

クイズ正解者・感想・意見・写真提供者のうち抽選で記念品を
プレゼントします。
応募方法：①～③の答えの数字と住所、氏名、電話番号、議会だ
よりを読んだ感想や議会へのご意見を書いて、はがき、FAX、E-
Ma i lにてご応募ください。
締切は9月７日（当日消印有効）です。当選者の発表は発送をも

って代えさせていただきます。（議会だよりに掲載する写真募集中）

〒403-0022  西桂町小沼1501-1 西桂町議会広報編集委員会
TEL 0555-25-2121 FAX 0555-20-2015
E-Mai l  gikai@town.nish ikatsura.yamanashi . jp

西桂町議会では、議会だよりを通じて町議会や町に望

むこと、議会だよりを読んだ感想などを募集しています。

皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動

に反映させてまいりますので、積極的なご参加をお願いい

たします。

クイズ



町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
議
会
広
報
編
集

委
員
が
改
選
さ
れ
、
新
し
い

役
員
に
よ
り
、
編
集
活
動
を

継
続
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

前
号
ま
で
町
議
会
だ
よ
り

発
行
に
ご
尽
力
を
下
さ
っ
た

編
集
委
員
の
皆
様
に
は
心
よ

り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
と

議
会
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し

て
の
重
要
な
機
能
を
も
っ
て

お
り
、
議
会
の
審
議
内
容
を

事
細
か
く
、
し
か
も
よ
り
早

く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
使

命
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご

意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長
）

編
集
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
子

副
委
員
長
　
佐
藤
　
勝
男

委
　
　
員
　
勝
俣
　
照
雄
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一
朗
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前
田
勝
弘
前
町
長
に
は
、
平
成
７
年
７
月
に

就
任
さ
れ
て
以
来
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
、
町

行
政
推
進
の
た
め
に
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
西

桂
中
学
校
校
舎
、
第
１
・
２
高
区
配
水
池
の
建

設
等
の
町
施
設
の
建
設
整
備
に
邁
進
さ
れ
、
行

政
の
執
行
責
任
者
と
し
て
町
を
支
え
、
そ
の
行

政
手
腕
は
卓
越
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
長
い
間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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